[Material] OECD, "Structural Change and Industrial Performance", Paris, 1992 by 佐藤 真人 & Sato Masahito
[資料紹介] OECD, "Structural Change and
Industrial Performance", Paris, 1992
著者 佐藤 真人
雑誌名 關西大學經済論集
巻 46
号 2
ページ 169-179
発行年 1996-06-30
その他のタイトル [Material] OECD, "Structural Change and
Industrial Performance", Paris, 1992
URL http://hdl.handle.net/10112/13695
169 
資料紹介
OECD, "Structural Change and Industrial 
Performance", Paris, 1992 
佐 藤 真 人
1 • 序
まず，一般的な事柄について紹介しよう．表題の構造変化 (structuralchange)とは，
各国経済の産業部門の構成 (sectoralcomposition)における変化のことであり，各産業の
活動実績 (industrialperformance)は，各産業部門の技術集約度 (technologyintensity) 
と実質成長率 (realgrowth rates)によって分類される．本報告は，このように定義され
た構造変化と各産業の活動実績に関する実証分析である．
分析対象の国は，オーストラリア，カナダ，フランス， ドイツ，日本，イギリス，アメ
リカ，期間は，第一次オイル・ショック以降の約15年間である．分析の方法は，産業連関
分析を使って，産業構成の変化を 5つの要因，すなわち， 1. 国内最終需要， 2. 輸出，
3. 最終生産物の輸入， 4. 中間生産物の輸入， 5. 技術変化に分解するものである．た
だし，雇用における産業構成の場合は，もう一つの要因， 6. 労働生産性が追加される．
利用するデータは， OECDStructural Analysis (ST AN) databaseの産業連関表 (33部
門，固定価格評価）である．ただし，分析対象の期間，部門分割については，国により多
少の違いがある．
以上のような条件の下で，構造変化と各産業の活動実績に関する実証分析が，次のよう
な問いに答えるという観点から行われている．
1. 急成長した産業は何か，その決定要因は何か．雇用が創出されたのは，どの産業か．
2. 衰退した産業は何か，その決定要因は何か．
3. どの国の経済が，最も激しい構造変化を経験したか．反対に，構造変化が最も少なか
ったのは，どの国の経済か．
以下，本稿の構成は，次のとおりである. 2節で，分析の枠組を，もう少し詳しく紹介
する. 3節で，分析に使われた数学的モデルを紹介する. 4節で，実証の結果を一部紹介
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する．
2. 分析の枠組
本報告における分析の枠組を，もう少し詳しく紹介しよう．
1. 構造変化の定義 (definition)
構造変化という用語は，異なる意味で，例えば構成的構造変化(compositionalstructural 
change), あるいは制度的構造変化 (institutinalstructural change)という意味で使われ
る．構成的構造変化は，経済の産業構成における変化，すなわち個々の産業の産出や雇用
が全体に占める割合の変化に関わる．制度的構造変化は，制度的要因の変化，すなわち労
働，金融，財市場の行動(behaviour)の変化，公共部門の運営の変化に関わる．本報告は，
前者の意味の構造変化を分析対象としている．
2. 構造変化の尺度 (measure)
構造変化の程度 (extent)
最もよく使われる構造変化の尺度は，経済全体の構造変化の程度を評価する要約的尺度
である．典型的には，各産業の産出高，あるいは雇用が全体に占める割合の異時点間の差
である．これから，経済全体の構造変化の程度を評価する指標が作成される．これには，
いくつか変種があり，構造変化率，あるいは構造変化係数 (therate or coefficient of 
(compositional) structural change)と呼ばれる．構造変化の尺度として，よく使われる変
数は，総生産，付加価値，雇用である．本報告は，総生産，雇用を使っている．
構造変化の程度の指標：成長率と割合 (growthrates and shares) 
構造変化の程度を測る二つの異なる指標がある．各産業の実質産出高，あるいは雇用の
年々の成長率と各産業の実質産出高，あるいは雇用が全体に占める割合である．同じデー
タに基づいても，両者の意味は異なる．さらに何れの場合も，各年価格か固定価格かによ
って意味は異なる．成長率については，固定価格が適当である．割合について，各年価格
か固定価格かは，微妙な選択である．本報告の分析では，成長率の変化，割合の変化とも
固定価格で計算されている．
高技術と高成長の定義
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構造変化の程度を特徴づけるために，各産業の活動実績を二つの基準で分類する．：技術
集約度について高技術，中技術，低技術 (high,medium and low technology), そして成
長年について高成長，中成長，低成長 (high,medium and low grow出）である．技術集
約度は， (R&D支出／総生産）を指標とするランキング，成長の程度は，実質絶対成長(the
real absolute growth, 割合の成長ではないという意味）によるランキングである．
3. 産業連関表を使った構造変化の分解 (decomposition)
産出高の変化は，産業連関分析の技術を使って，次のように分解できる．
産出高の変化＝国内最終需要による変化
(or雇用） 十輸出による変化
＋最終財の輸入による変化
＋中間財の輸入による変化
＋技術（投入・産出係数）の変化
＋労働生産性の変化（雇用の場合のみ）
この分析技術には多くの変種があり，また長く使われてきた．本報告の意義は，部門分割
の細かさ，国際的な比較可能性，固定価格の使用にある．
3 • モデル
分析に使われたモデルを紹介しよう．本節の構成は，次のとおりである.(7)の導出まで
は，共通の基礎である.(7)からU3)までは，成長の分解モデルである.U4lからU7lは，乖離の
分解モデルである.UB)以降は，（産出高）成長の分解モデルの雇用への拡張である．
ある部門 iについて，次の関係が成り立つ．
(1) X戸 ~W1;+F,叶 E1-M1 (i= 1, 2, 3, .. , n) 
ここで， X;~ま，当該部門 iの総生産， w;jは，部門iから部門 iへの中間需要， Eは，部門
iへの最終需要，且は，部門 iへの輸出としての需要， Mは，部門 iの輸入である．
投入・産出係数行列Aの [ij]要素を，次のように定義する．
(2) a;;= Wij/ X; (i,j= 1, 2, 3, .. ,n) 
部門 iの輸入M心，当該部門の中間需要飢か，最終需要Eとなる．中間需要 Wぶ占め
る輸入 W;mの割合，最終需要F;に占める輸入F戸の割合を，それぞれmぷ m/と定義する．
69 
172 闊西大学「経清論集』第46巻第2号 (1996年6月）
すなわち，
(3) m;w= W, 戸/W; (i= 1, 2, 3, .. ,n) 
(4) m/=F,m/ F; (i= 1, 2, 3, .. , n) 
国内財に対する中間需要，最終需要を，それぞれ Wポ Fポそれらが中間需要，最終需
要に占める割合を，それぞれUボ u/と書くと， U;w=W// W;, u/=F;"/ 1うである．も
ちろん， W;m+W;d= W; F;m+庁 =F;であるから， U;w+m;w=I,虻+m/=1である．
このように定義された係数， ll;;, mぶ mん uぶ u/を(1)へ代入すると，
(5) X=炉AX十炉F+E
を得る．また，輸入
(6) M=か AX十炉F
を得る．ここで， ＾は，対角行列を表す．たとえば，炉は，ベクトル UWの対角行列である．
(5)をX について解くと，
(7) X= (I-炉A)→ （がF+E)=B(炉F+E)
を得る．ここで， B=(I-炉A)一1
(7)より，総生産の変化は，国内最終需要，輸出，中間財，及び最終財に占める国内需要
の割合，投入・産出係数の変化に遡及することができる.(7)を基礎にして， F,E, A, uw, 
記の外生的変化による Xの変化に関する比較静学が可能である．
まず，成長の分解分析について．基準の年0と比較される年1の総生産の変化を，次の
ように定義する．
(8) LlX=X1―X。
ここで，下付き添字は，年を表す.(7)を(8)へ代入し，次のように書き換える．
(9) LlX= (I-u⑭) -1(炉ぶ＋瓦）一 (I-uWoA。い（砂Fo+Eo)
=B心ー且G。
=BふーBo(G1 -LlG) 
=BoLlG+ (B, ―Bo) Ci 
ここで， G=炉F+E である．第一項は，次のように分解できる．
(IO) EoLlG = Bo (炉ふ+E1ー 砂Fo-Eo)
=Bo (tif1F1 -afoF, +tifoF, -tifo凡十E,―品）
=Bo (LI炉Fげ炉。LlF+LlE)
また第二項は，次のように分解できる．
OU (B, ―Bo) Ci =Bo 〔(Bo)一I_ (B,)一1〕B,Gi 
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=Bo 〔(Bo)-1-(B, い〕 x, 
=Bo (一炉ふ＋炉ふ）x, 
=Bo (-uwoA。十炉。A,-awふ＋炉ふ）X1
=Bo (ilwoL1A+L1炉'.41)X1 
=Bo (炉。L1AXげ4炉Wi)
ここで， W=AXで，総中間需要（国内財＋輸入財）ベクトルである．
(10), (lりを(9)に代入すると，
(12) L1X=Bou~。L1F+B。L1E+B。LJufFi+B。LJUW剛 +BouwoL1AX1
となる．これを，部門iについて表すと，
(13) L1X心 buoUf;oL1凡 ：国内最終需要の変化の効果
+IbuoL1E; 
i 
+~buoLJuf; 応
j 
+~buoLl己Wi;
j 
+~buou均o~Ll邸Xki
, k 
：輸出の変化の効果
：最終財の輸入代替効果
：中間財の輸入代替効果
：投入・産出係数の変化の効果
である．ここで，如は， Bの [ij]要素．
(13)について，第一，及び第二項は， B,記が変わらないとき，国内最終需要，あるいは輸
出の変化によって誘発される産出高の変化である．第三，及び第四項は，最終財，あるい
は中間財の輸入構造の変化がもたらす産出高の変化である．第五項は，投入・産出係数の
変化がもたらす産出高の変化である．第三項の Fu第四項の肌、第五項のふは、いずれ
も比較される年1の値であることに注意しよう。
次に，均整成長(balancedgrowth)からの乖離を分析する乖離モデル(deviationmodel) 
について．入を基準年0と比較対象の年1の総産出高の割合としよう．そして，比較対象
の年1における均整成長産出高からの乖離を，次のように定義する．
U4) cJX=X1 -.-lX。
均整成長産出高は，
U5) .-lXo = Bo (~。'1Fo+'1Eo)
と表され，最終需要が同率で変化するとき，産出高も同率で変化し，産出高の部門構成が
変化しないことが分かる．
(12)と同様に，均整成長産出高からの乖離は，次のように分解できる．
U6) crX=B,, 炉。cJF十B,cJE十B,L1が瓦+BoL1aww;+B,,炉。L1AX,
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第三項のF1,第四項の Wi,第五項のX1は，比較される年1の値であることに注意しよう。
部門 iの産出高における割合の変化Lls;は，次のように書くことができる．
(17) Lis;= (X1/Xn) - (Xrn/Xro) 
= (X1/Xn -AXrn/Xn) + (AXrn/Xn -Xrn/Xro) 
=cSX;/Xn 
ここで， X戸 IX;,A=Xn/Xroである．
(16)を(17)へ代入すると，構造変化を測る尺度として，産出高の割合における変化を分解す
る式を得る．
雇用Lの成長分解は，産出高の成長分解の拡張である．労働・産出高比率を l(列ベク
トル）と書くと，
(18) L=灰
である・ (18)より，
(19) L1L=L,-Lo=l必ーloXi。
＝［必ー［凶＋認—loXi。
=L1l. ふ十I。L1X
を得る.L1Xは，五つの効果に分解されている（・・・(12) から，雇用の変化L1Lは，労働・
産出高比率の変化の効果 (L1lふ）を加え，六つの効果に分解される．
4 • 結果
では，実証の結果を見よう．
1. 各国を通じて，どの産業が急成長したか．その決定要因は何か．
産出高の割合で見ると，金融サービス（特に，不動産・事業所サービス），及びハイテク
製造業（特に，コンピュータ製造，通信機器・半導体機器製造）である. (Table 5を参照）
日本は，この点で目立つ例である. (Figure 1を参照）雇用の面で，最も割合が増加してい
る産業は，社会的・個人的サービス，卸売・小売業，ホテル・レストラン，金融・保険業
である．これらをもたらした要因は，国内需要と輸出である．
2. 各国を通じて，どの産業が衰退したか．その決定要因は何か．
低技術製造業（特に，繊維，鉄鋼，金属製品，石油精製），建設業である．日本の場合，
鉱業，農業の衰退が著しい点が特徴である. (Table 7を参照）これをもたらした要因は，
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Figure 1 : Japanese High Growth Industries 
Japan 1970-1985 
Changes in Share of Real Output 
Total output Share Change 
High Technology ,Med. Technology Elec., Gas, & Water Finance & Ins. Community & Soc 
[Z) Domestic Fin. Dem. EZ! Exports 一Imports-Inputs &'S.:l Technology ［コ Imports-Fin.Dem ＿← Net Change 
技術変化と輸入による代替である. (Figure 8を参照）
3. 最も大きい，あるいは最も小さい構造変化を経験した国はどこか．
2節2項で説明された，構造変化の尺度から作成された指数によれば，最も大きい構造
変化を経験した国は，日本，イギリス，カナダ，特に日本である．反対に，最も小さいの
は，オーストラリアとフランスである．中間にあるのが，アメリカ，ドイツである.(Table 
8を参照）
ただし，各産業の実質産出高の割合の変化に対する五つの決定要因の効果の絶対値の大
きさを合計して，年平均で見た場合，日本は中間にある. (Figure 15を参照）
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Figure B : Japanese Low Growth Industries 
Japan 1970-1985 
changes in Share of Real Output 
Total Output Share Change 
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Agric. Mining Low Tech. Constr. Wliis/Ret Trade Trans & Storage 
[Z] Domestic Fin. Dem. ~Exports 
一 Imports-Inputs~Technology
こコImports-Fin.Dem. 
—• Net Change 
Table 8 : Index of Structural Change of Output (Annualised Percent Change) 
Country Index of Structural Change 
Japan (1970-85) 1.04 
United Kingdom (1968-84) 1.02 
Canada (1981-86) 0.91 
United States (1972-85) 0.76 
Germany (1978-86) 0.72 
Australia (197 4-86) 0.68 
France (1972-85) 0.68 
76 
OECD, "Structural Change and lndustガalPerformance", Paris, 1992 (佐藤） 179 
Figure I 5 : Decomposition of Total Structural Change 
(Real Output Shares) 
Total Output Share Change 
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[ZJ Domestic FD 四 Exports - Imports-FD~Imports-Inputs [コ Technology
全体の結論として，急成長産業のみならず，衰退産業の構造変化における技術進歩の影
響の重大性が強調されている． 以上。
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